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活動に尽力

　

高
梁
市
消
防
出
初
式
が
１
月

　

日
に
総
合
文
化
会
館
で
行
わ

１８れ
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
消

防
団
員
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
【　

】
内
は
方
面
隊
名
、（　

）
内

は
所
属
名 

〔
敬
称
略
〕

岡
山
県
知
事
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章

【
高
梁
】
渡
邉
信
昭
（
玉
川
）【
成
羽
】

木
口
隆
司
（
本
部
）、
坂
井
信
市
（
本

部
）【
川
上
】
本
田
章
一
（
本
部
）

【
備
中
】
原
田
壽
司
（
本
部
）

◆
優
良
消
防
団
員
章

【
高
梁
】
滝
口
久
晴（
津
川
）、
安
田
博

（
中
井
）【
有
漢
】
高
藤
一
則
（
有
漢

西
）、
土
屋
秀
明
（
有
漢
東
）【
成
羽
】

渡
辺
丈
夫
（
自
動
車
）、
石
原
博
士

（
成
羽
）【
川
上
】
池
田
英
貴
（
手
荘
）、

宮
�
義
雄
（
大
賀
）【
備
中
】
赤
木
公

平
（
富
家
）、
清
水
操
（
湯
野
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
労
章

【
高
梁
】
清
水
敦
士
（
宇
治
）【
成
羽
】

佐
藤
俊
二
（
吹
屋
）【
川
上
】
宮
�
義

雄
（
大
賀
）【
備
中
】
井
上
久
志
（
富

家
）

◆
表
彰
章

【
高
梁
】
上
田
順
治
（
津
川
）、
藤
村

浩
司
（
川
面
）、
川
上
久
志
（
宇
治
）、

深
本
文
雄
（
松
原
）、
三
村
浩
二
（
高

倉
）、
清
水
浩
（
落
合
）【
有
漢
】
戸

田
泰
教
（
有
漢
中
央
）、
秋
庭
正
晴

（
有
漢
中
央
）【
成
羽
】
渡
辺
丈
夫

（
自
動
車
）、
西
平
勝
年
（
成
羽
）、
森

重
伸
（
成
羽
）【
川
上
】
大
塚
章
範

（
手
荘
）、
平
野
守
男
（
大
賀
）、
信
木

義
治
（
高
山
）【
備
中
】
前
原
成
志

（
平
川
）、
平
井
計
行
（
湯
野
）

◆
青
年
章

【
高
梁
】
藤
本
博
紀
（
玉
川
）【
有
漢
】

島
田
靖
則
（
有
漢
東
）【
成
羽
】
川
上

雅
美
（
吹
屋
）【
備
中
】
川
上
善
久

（
平
川
）

◆
精
勤
章

【
高
梁
】
福
場
賢
治
（
高
梁
）、
木
内

善
基
（
高
梁
）、
中
田
力
（
高
梁
）、

中
村
康
夫
（
高
梁
）、
横
山
英
樹
（
高

梁
）、
行
藤
隆
規
（
高
梁
）、
岡
下
元

昭
（
津
川
）、
小
山
知
志
（
津
川
）、

西
森
豊（
津
川
）、福
本
設
郎（
川
面
）、

岡
崎
一
朗
（
川
面
）、
脾
野
政
男
（
巨

瀬
）、安
田
博（
中
井
）、仲
田
義
昭（
中

井
）、石
田
進（
玉
川
）、川
上
雄
三（
玉

川
）、
本
倉
繁
有
（
宇
治
）
大
府
徳
久

（
宇
治
）、
西
川
健
治
（
落
合
）、
森
昌

士
（
落
合
）【
有
漢
】
森
下
勝
（
有
漢

西
）、
長
柄
浩
（
有
漢
西
）、
坂
本
正

規
（
有
漢
中
央
）、
藤
田
隆
正
（
有
漢

東
）【
成
羽
】
西
平
和
生
（
自
動
車
）、

別
所
孝
一
（
成
羽
）、
吉
川
秀
徳
（
成

羽
）、吉
川
義
則（
成
羽
）、徳
森
麿（
成

羽
）、
杉
田
淳
一
（
中
）、
横
見
瀬
政

治
（
中
）、
向
井
勝
彦
（
吹
屋
）、
清

元
大
輔
（
吹
屋
）【
川
上
】
花
田
浩
志

（
自
動
車
）、細
川
幸
嗣（
自
動
車
）、西

井
辰
夫（
手
荘
）、三
宅
章（
大
賀
）【
備

中
】
森
田
清
忠
（
富
家
）、
渡
川
政
文

（
富
家
）、
嶋
池
勝
一
（
湯
野
）、
笹
川

亀
義
（
湯
野
）

高
梁
市
長
表
彰

◆
功
労
章

【
高
梁
】
手
塚
善
秋
（
高
梁
）、
笹
田

典
則
（
高
梁
）、
小
山
知
志
（
津
川
）、

藤
森
敬
典
（
川
面
）、
藤
森
啓
一
（
巨

瀬
）、熊
本
全
秀（
中
井
）、岩
本
誠（
中

井
）、
川
上
雄
三
（
玉
川
）、
入
江
康

之
（
宇
治
）、
入
江
彰
憲
（
松
原
）、

西
川
健
治
（
落
合
）、
野
口
浩
一
郎

（
落
合
）【
有
漢
】
氏
弘
一
義
（
有
漢

西
）【
川
上
】
西
井
辰
夫
（
手
荘
）、

松
本
伸
明
（
大
賀
）【
備
中
】
新
谷
典

史
（
富
家
）

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

会
長
表
彰

◆
表
彰
状

【
高
梁
】
柴
崎
清
二
（
高
梁
）、
松
森

康
男（
川
面
）、小
林
信
由（
中
井
）【
有

漢
】
藤
森
浩
二
（
有
漢
西
）、
坂
本
信

夫
（
有
漢
東
）【
成
羽
】
西
平
和
生

（
自
動
車
）、
加
藤
典
男
（
吹
屋
）【
川

上
】
増
田
義
則
（
自
動
車
）【
備
中
】

物
部
徹
也
（
平
川
）

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

◆
無
火
災
分
団
表
彰
（
５
年
間
無
火
災
）

有
漢
方
面
隊
有
漢
西
分
団

◆
精
勤
章

【
高
梁
】
吉
井
慎
太
郎
（
高
梁
）、
小

見
山
秀
之
（
高
梁
）、
加
藤
紀
幸
（
高

消防功労者表彰
�
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 地域の消防、防災　

梁
）、
川
上
勝
行
（
高
梁
）、
原
田
善

弘
（
高
梁
）、
久
内
論
（
津
川
）、
吉

岡
裕
司（
津
川
）、西
森
成
紀（
川
面
）、

藤
井
康
司（
巨
瀬
）、石
川
憲（
巨
瀬
）、

田
島
淳（
巨
瀬
）、花
田
大
介（
中
井
）、

井
上
正
樹
（
中
井
）、
吉
田
英
司
（
中

井
）、
山
本
裕
一
郎
（
中
井
）、
山
下

武
伺
（
宇
治
）、
野
口
浩
之
（
宇
治
）、

小
林
登
（
松
原
）、
平
野
壯
（
松
原
）、

兼
森
俊
浩
（
松
原
）、
下
村
充
彦
（
高

倉
）、
難
波
龍
鋭
（
落
合
）、
奥
田
正

行
（
落
合
）、
西
伸
康
（
落
合
）【
有

漢
】
倉
橋
重
昭
（
有
漢
中
央
）、
山
縣

始
（
有
漢
中
央
）、
植
木
和
義
（
有
漢

中
央
）、
藤
本
肇
（
有
漢
東
）【
成
羽
】

宗
岡
利
展
（
自
動
車
）、
平
兼
克
己

（
自
動
車
）、
長
尾
竹
倫

（
自
動
車
）、清
迫
衛（
成

羽
）、
河
上
俊
彦
（
成

羽
）、
黒
川
典
孝
（
成

羽
）、
森
下
祐
志
（
成

羽
）、
日
名
裕
介
（
成

羽
）、
瀧
田
幸
治
（
成

羽
）、
白
木
寿
一
（
成

羽
）、
川
上
俊
輔
（
中
）、

山
上
佐
登
志
（
中
）、
金

藤
和
恵（
吹
屋
）【
川
上
】

松
本
勝
巳
（
自
動
車
）、

田
口
和
宏
（
自
動
車
）、

大
月
洋
治
（
自
動
車
）、

川
上
孝
明
（
手
荘
）、
大
塚
清
志
（
手

荘
）、
川
上
武
則
（
手
荘
）、
樋
口
明

芳
（
手
荘
）、
三
村
寄
幸
（
手
荘
）、

唐
崎
健
児
（
大
賀
）、
折
口
良
治
（
大

賀
）、
山
室
敏
幸
（
大
賀
）、
三
宅
基

晴
（
大
賀
）、
江
草
伸
生
（
高
山
）

【
備
中
】
内
藤
陽
介
（
富
家
）、
延
岡

堅
（
平
川
）、
佐
々
木
聖
信
（
湯
野
）、

野
村
幸
市
（
湯
野
）、
林
輝
（
湯
野
）

◆
表
彰
状
（
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練

大
会
出
場
団
員
）

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

《
有
漢
方
面
隊
有
漢
東
分
団
》　

島
田

靖
則
、
湯
浅
正
毅
、
田
井
秀
明
、
大

石
裕
司
、
藤
田
達
也
、
湯
浅
俊
広

◆
永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶
者　

　

ま
た
は
家
族
表
彰

大
畑
洋
子
（
有
漢
町
有
漢
）、
鞠
子
人

美
（
有
漢
町
有
漢
）、
中
日
奈
洋
子

（
有
漢
町
上
有
漢
）、坂
井
ま
み
子（
成

羽
町
長
地
）、
村
上
清
美
（
成
羽
町
成

羽
）、
平
松
裕
美
子
（
成
羽
町
小
泉
）、

土
谷
千
代
子
（
成
羽
町
小
泉
）、
中
畠

弥
生
（
川
上
町
三
沢
）、
土
井
典
子

（
川
上
町
地
頭
）、
山
室
典
子
（
川
上

町
地
頭
）、
平
野
悦
子
（
川
上
町
下
大

竹
）、
井
上
裕
子
（
備
中
町
布
賀
）

■問い合わせ　消防本部警防課予防係（��０１２４）

　「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」
を統一標語に、全国一斉に春の火災予防運動が実施さ
れます。
　この季節は、空気が乾燥し季節風が吹くなど、山火
事が発生しやすい気象状態が続きます。

火災を起こさないために
　　次のことに注意しましょう！

�枯れ草などのある火災が起こりやすい場所で
は、たき火をしない。

�喫煙は指定された場所で行い、吸いがらは確実に
消し投げ捨てしない。

�火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に
十分注意し、消火用の水などを必ず用意する。

�強風注意報や乾燥注意報などが発令されている
場合は、火気の使用は控える。

全国春の火災予防運動　３月１日�～３月７日�

�


